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■
平
成
１６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
９
５

０
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
４７
億

８
　
６
５
０
万
２
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

■
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
専
決
処
分
報
告

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
個
人
町
民
税
の
均
等
割
額

の
見
直
し
、
非
課
税
限
度
額
の

引
き
下
げ
、
家
屋
の
付
帯
設
備

に
係
る
み
な
し
規
定
の
新
設
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

■
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

議
会
議
員
に
つ
い
て
も
、
一

般
職
及
び
常
勤
特
別
職
と
同

様
、
宿
泊
を
伴
う
場
合
の
出
張

を
除
き
、
日
当
を
廃
止
す
る
も

の
で
す
。

■
象
潟
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定

国
保
財
政
の
健
全
な
運
営
を

図
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
税

の
税
率
を
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

町議会５月定例会は５月２４日に招集

され、２７日までの４日間の会期で開か

れました。本議会に上程された議案は、

町税条例の一部を改正する条例の専決

処分報告、議会の議員の報酬及び費用

弁償等に関する条例の一部を改正する

条例制定、平成１６年度一般会計補正予

算など合わせて８件です。いずれも原

案のとおり可決されました。

日
米
子
供
交
流
・

ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
か
ら
来
町

「
温
泉
バ
ス
」
運
行
が

　
　
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

国
保
財
源
立
て
直
し

の
た
め
国
保
税
率
を
改
正

「
生
徒
指
導
総
合

　
連
携
推
進
事
業
」
を
実
施

生
産
調
整
の
必
要
面
積

目
標
達
成
見
込
み

人
と
自
然
の
共
生

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
事
業
実
施

，

４月２２日から運行を開始した温泉

バス。町内の温泉施設を木曜日と日曜

日に循環しています。

一度につき１００円で利用できますので、

温泉を利用する皆さまの足として、ぜ

ひご利用ください。

なお、運行表は、４月１５日に全戸配

布していますが、紛失した方は町保健

センター（☎４３―７５０１）へ申し出てく

ださい。

運行期間　４月２２日～７月２２日および

９月１６日～１２月１６日

※７月１８日（日）はトライアスロン大会

のため運休します。

「
町
長
の
任
期
は
６
月
２７
日
で

満
了
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
議

会
に
お
け
る
私
の
町
政
報
告
は
、

こ
れ
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

３
期
１２
年
の
間
、
温
か
い
ご
支

援
と
激
励
を
頂
戴
し
ま
し
た
議
員

の
皆
さ
ん
と
町
民
の
方
々
に
、
心

か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

町
長
に
就
任
し
て
以
来
、
私
の

念
願
は
、
象
潟
町
を
『
風
格
の
あ

る
町
』
に
し
た
い
と
い
う
熱
い
思

い
で
し
た
。

『
町
民
総
健
康
の
町
』
『
有
形
、

無
形
の
資
産
を
大
事
に
す
る
町
』

は
そ
の
た
め
の
柱
で
し
た
。
そ
の

上
に
立
っ
て
、
さ
ら
に
、
町
民
の

要
望
を
盛
っ
た
３
つ
の
公
約
を
掲

げ
ま
し
た
。

『
老
人
福
祉
施
設
の
充
実
』『
観

光
立
町
と
し
て
の
拠
点
づ
く
り
』

『
異
文
化
を
理
解
す
る
国
際
交
流
』

と
い
う
、
町
の
基
盤
整
備
で
あ
り

ま
す
。

結
果
に
つ
い
て
の
評
価
は
町
民

に
委
ね
ま
す
が
、
私
と
し
て
は
、

１２
年
間
で
、
一
応
の
区
切
り
が
つ

い
た
も
の
と
判
断
し
、
旗
印
を
降

ろ
す
決
意
を
い
た
し
た
次
第
で
す
。

し
か
し
、
時
代
は
激
し
く
揺
れ

な
が
ら
も
、
な
お
地
方
分
権
の
前

進
を
求
め
て
お
り
ま
す
。

申
す
ま
で
も
な
く
、
国
の
政
治

の
原
点
・
基
礎
は
、
健
全
な
町
政

の
推
進
に
あ
り
ま
す
。

全
町
民
に
開
か
れ
た
透
明
・
公

正
な
町
政
こ
そ
が
、
こ
れ
か
ら
の

自
治
体
の
発
展
を
決
め
る
カ
ギ
に

な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
自
立
の
た
め
の
財
政
計
画
を
策

定
し
、
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

１６
年
度
予
算
を
含
め
、
そ
の
一
部

に
つ
い
て
は
議
会
の
承
認
を
得
て
、

今
年
度
か
ら
実
施
に
踏
み
出
し
て

お
り
、
多
く
の
町
民
も
こ
れ
を
支

持
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
象
潟
町
は
、
そ

の
上
に
立
っ
て
、
財
政
基
盤
の
強

化
に
意
を
も
ち
い
、
『
観
光
』『
教

育
』
『
福
祉
・
医
療
』
に
工
夫
を

こ
ら
せ
ば
、
い
っ
そ
う
存
在
感
の

あ
る
町
に
発
展
す
る
と
確
信
い
た

し
て
お
り
ま
す
」

町
内
の
温
泉
施
設
を
循
環
す
る

「
温
泉
バ
ス
」
運
行
は
、
　
象
潟

合
同
タ
ク
シ
ー
に
委
託
し
、
４
月

２２
日
に
開
始
し
ま
し
た
。
合
同
タ

ク
シ
ー
へ
の
委
託
は
７
月
ま
で
、

９
月
か
ら
１２
月
ま
で
は
、
羽
後
交

通
　
象
潟
営
業
所
へ
委
託
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
温
泉
バ
ス
は
、
木
曜
・
日

曜
日
の
週
２
回
、
１
日
４
便
運
行

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
と
し
て
は
、
一
日
あ
た
り
１５
人

ほ
ど
の
利
用
状
況
で
す
。

国
保
税
は
、
医
療
分
と
介
護
分

に
分
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、
社
会

保
険
等
か
ら
の
切
り
替
え
者
が
増

え
、
年
々
、
医
療
費
、
介
護
納
付

金
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
平
成
１４
年
１０
月
か
ら
の

医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、
老
人
医

療
の
対
象
年
齢
が
、
７０
歳
か
ら
７５

歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
そ
の
分
に

つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
が
適
用

さ
れ
て
い
る
た
め
、
ま
す
ま
す
国

保
財
源
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ひ
っ
迫
し
た
国
保

財
政
を
立
て
直
し
、
健
全
な
財
政

運
営
を
図
る
た
め
、
国
保
税
に
係

る
税
率
改
正
案
を
提
案
し
て
い
ま

す
。

日
米
子
供
交
流
事
業
で
は
、
米

国
・
ア
ナ
コ
ー
テ
ス
市
か
ら
中
学

生
１６
人
と
引
率
者
５
人
が
７
月
３０

日
か
ら
８
月
９
日
ま
で
本
町
に
滞

在
し
ま
す
。

町
民
と
交
流
を
深
め
、
友
情
の

輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
も
の
と
願
っ

て
い
ま
す
。

林
業
関
係
で
は
、
秋
田
県
「
水

と
緑
の
条
例
」
に
よ
り
、
人
と
自

然
の
共
生
の
た
め
に
、
「
健
全
な

生
態
系
の
維
持
、
回
復
」
「
人
と

自
然
と
の
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
」
施

策
の
展
開
を
す
る
も
の
で
す
。

本
年
度
は
、
県
内
で
本
町
と
西

木
村
が
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

１６
年
度
産
米
の
、
農
家
ご
と
の

出
荷
数
量
に
つ
い
て
は
、
申
し
込

み
を
取
り
ま
と
め
中
で
あ
り
ま
す

が
、
本
町
の
生
産
目
標
数
量
の
配

分
内
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

生
産
調
整
の
必
要
面
積
は
、
４

５
０
ｈａ
で
、
農
家
か
ら
提
出
さ
れ

た
計
画
書
に
よ
る
と
、
目
標
を
達

成
で
き
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

３
月
に
策
定
し
た
、
本
町
に
お

け
る
水
田
農
業
の
振
興
方
向
と
将

来
像
を
明
ら
か
に
す
る
「
地
域
水

田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

集
落
座
談
会
の
開
催
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
付
し
、
周
知
徹
底
を

図
っ
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き

農
家
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

農
業
関
係
団
体
と
一
体
に
な
っ
て

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
と
来
年
度
の
２
カ
年
の

予
定
で
、
県
の
委
託
を
受
け
「
生

徒
指
導
総
合
連
携
推
進
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
の
構
成
員

で
あ
る
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
民

間
団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
、

児
童
生
徒
の
い
じ
め
、

不
登
校
、
少
年
非
行

な
ど
の
問
題
行
為
の

予
防
や
解
決
と
、
健

全
育
成
に
向
け
て
、

実
践
的
な
取
り
組
み

を
行
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
上
浜
小
学

校
が
、
中
仙
町
立
清

水
小
学
校
と
さ
ま
ざ

ま
な
交
流
を
図
る

「
ド
リ
ー
ム
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業
」

を
県
の
補
助
事
業
で

実
施
し
ま
す
。

，

５
月
定
例
会
で
町
政
報
告
を
す
る
金
町
長

（株）

（資）
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町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
任

期
満
了
に
伴
う
象
潟
町
長
選
挙
を

来
る
６
月
２０
日
　
に
執
行
い
た
し

ま
す
。

主
な
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

告

示

日
　
６
月
１５
日
　

選
挙
期
日
　
６
月
２０
日
　

投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
７

　
　
　
　
　
時

開
票
時
間
　
午
後
８
時
〜

開
票
場
所
　
公
民
館
大
ホ
ー
ル

選
挙
人
名
簿
登
録
基
準
日

お
よ
び
登
録
日
　
６
月
１４
日
　

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
　
　
　
　
６
月
１５
日
　

投
票
で
き
る
人

�
日
本
国
籍
を
持
つ
満
２０
歳
以

上
の
人
（
昭
和
５９
年
６
月
２１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

�
平
成
１６
年
３
月
１４
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
本
町
に
居
住
し
、

住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人

転
入
・
転
出
の
人
　
新
た
に
他
の

市
区
町
村
か
ら
転
入
し
て
き

た
人
の
場
合
は
、
平
成
１６
年

３
月
１４
日
ま
で
に
転
入
届
を

済
ま
せ
た
人
に
限
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
町
の
選
挙
で

す
の
で
、
投
票
日
前
日
ま
で

に
町
外
に
転
出
す
る
人
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

期
日
前
投
票
は
、
告
示
日
の
翌

日
６
月
１６
日
　
か
ら
投
票
前
日
の

６
月
１９
日
　
ま
で
、
役
場
町
民

ホ
ー
ル
（
期
日
前
投
票
所
）
で
行

い
ま
す
。
時
間
は
、
午
前
８
時
３０

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

選
挙
期
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が
あ
る
な
ど

一
定
の
事
由
（
現
行
の
不
在
者
投

票
事
由
）
に
該
当
す
る
と
見
込
ま

れ
る
人
が
投
票
で
き
ま
す
。

◎
出
稼
ぎ
等
で
不
在
の
人

ま
ず
、
町
選
管
に
宣
誓
書
（
兼

請
求
書
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
あ
な
た
の
滞
在
先
に
投

票
用
紙
等
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

郵
送
し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
滞

在
先
の
選
管
に
持
参
し
、
係
員
の

指
示
に
従
っ
て
投
票
し
て
く
だ
さ

い
。滞

在
先
の
選
管
に
出
向
く
前
に

投
票
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
病
院
や
施
設
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
人

こ
の
場
合
、
都
道
府
県
の
選
管

が
指
定
し
て
い
る
施
設
に
限
り
ま

す
。入

院
・
入
所
先
の
職
員
に
象
潟

町
長
選
挙
の
不
在
者
投
票
を
し
た

い
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
あ

と
は
施
設
等
で
手
続
き
を
し
て
く

れ
ま
す
。

介
護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、

介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介

護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で
あ
る

者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方
が
、

新
た
に
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
（
た
だ
し
、
自
署

で
き
る
人
に
限
り
ま
す
）

投
票
に
先
立
っ
て
、
郵
便
等
に

よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
の
交

付
を
、
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
小
砂
川
地
区
の
投
票
日
当
日
の

投
票
所
は
、
小
砂
川
自
治
会
館

（
公
民
館
）
に
な
り
ま
す
。

※
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎

　
４３
―
７
５
０
７
）
へ

◆
団
地
化
お
よ
び
土
地
利
用
集

積
助
成

１０
ａ
あ
た
り
４
０
　
０
０
０
円

◆
大
豆
、
そ
ば
、
麦
、
飼
料
作

物
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ネ
ギ

等
の
作
付
け
助
成

１０
ａ
あ
た
り
１
３
　
０
０
０
円

◆
景
観
形
成
作
物
等
の
作
付
け

助
成

１０
ａ
あ
た
り
１
２
　
０
０
０
円

◆
水
稲
以
外
の
販
売
を
目
的
と

し
た
作
目
等
に
助
成

１０
ａ
あ
た
り
３
５
　
０
０
０
円

◆
一
筆
調
整
水
田
お
よ
び
作
物

作
付
け
助
成

１０
ａ
あ
た
り
　
２
　
０
０
０
円

◆
水
稲
の
直
播
栽
培
助
成

１０
ａ
あ
た
り
　
６
　
０
０
０
円

◆
担
い
手
の
利
用
権
（
賃
借
権

等
）
設
定
助
成

１０
ａ
あ
た
り
１
０
　
０
０
０
円

　
（
１
　
を
越
え
た
連
担
部
分

に
つ
い
て
は
５
　
０
０
０
円

加
算
）

◆
作
業
受
託
グ
ル
ー
プ
助
成

１０
ａ
あ
た
り
　
８
　
０
０
０
円

◆
特
別
栽
培
農
産
物
栽
培
助
成

１０
ａ
あ
た
り
　
４
　
０
０
０
円

６月は男女共同参画推進月間です。こ

の機会に私たちにできる男女共同参画は

何かということを考えてみましょう。

男女共同参画社会をもっと分かりやす

く言うと、「男性も女性もそれぞれの個

性と能力を認め合いながら協力し合って、

豊かな社会をつくる」ということです。

まず、はじめの一歩として、家庭での

男女共同参画をできることから始めてみ

ましょう。

◆男性も女性も、高齢者も子どもも、家

族の一員として平等に接し尊重しあっ

ていますか。

◆家事、育児、介護などを誰か一人に負

担させていませんか。共に協力し、喜

びを分かち合っていますか。

◆家の大黒柱として、自分一人だけがさ

まざまな悩みを背負い込んでいません

か。

秋田県では、さまざまな男女共同参画

事業を全県各地域で展開しています。本

町でも「男女共同参画計画書」を策定す

るために準備を進めています。

問い合わせ先　町企画課企画係

　　　　　　　　（☎４３―７５１０）

『
産
地
づ
く
り
推
進
交
付
金
』
の

　
　
　
　
助
成
内
容
と
単
価

　
「
特
色
あ
る
産
地
づ
く
り
」

　
　
こ
れ
ま
で
は
転
作
し
た
作

　
　
物
な
ど
に
応
じ
て
、
全
国
一

律
に
転
作
補
助
金
が
交
付
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
水
田
を
利
用
し
た

新
し
い
産
地
づ
く
り
を
目
的
に
、

「
産
地
づ
く
り
推
進
交
付
金
（
下

記
参
照
）
」
制
度
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
本
町
の
交
付
額
は
２
７
　

７
５
３
千
円
の
見
込
み
で
す
。
大

豆
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の
団
地

化
お
よ
び
土
地
利
用
集
積
に
よ
る

作
付
け
や
、
本
町
で
推
進
し
て
い

る
野
菜
、
花
き
な
ど
振
興
作
物
の

販
売
を
目
的
と
し
た
作
目
な
ど
へ

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　
「
売
れ
る
米
づ
く
り
」

　
　
こ
れ
ま
で
の
生
産
調
整

　
　
　
（
減
反
）
面
積
の
配
分
か

ら
、
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
米
の

数
量
配
分
に
変
わ
り
ま
す
。
町
で

は
勘
違
い
し
な
い
よ
う
に
数
量
と

併
せ
て
転
作
面
積
も
配
分
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
消
費
者
重
視
・

市
場
重
視
の
売
れ
る
米
づ
く
り
を

進
め
る
も
の
で
、
遅
く
て
も
平
成

２０
年
度
か
ら
は
、
農
業
者
や
農
業

団
体
が
自
ら
作
る
数
量
を
決
め
る

時
代
と
な
り
ま
す
。
本
町
へ
の
米

の
数
量
配
分
は
５
　
５
０
１
　
で

す
。　

「
担
い
手
の
明
確
化
」

　
　
水
田
の
有
効
利
用
を
図
り

　
　
複
合
経
営
に
意
欲
的
な
認
定

農
業
者
や
、
集
落
内
の
農
業
者
で

構
成
す
る
法
人
化
を
目
指
す
組
織

等
を
担
い
手
と
し
て
明
確
化
し
、

重
点
的
に
支
援
し
ま
す
。

ポイント
１

ポイント
２

ポイント
３

，

，

，

，，，，，，，
，

，

ト　
ン

問
い
合
わ
せ
先
　
町
農
林
水
産
課

　
　
農
政
係
（
☎
４３
―
７
５
０
５
）

本
年
４
月
か
ら
、
農
業
者
・
農
業
者
団
体
の
主
体
的
な
取

り
組
み
に
よ
る
米
の
生
産
調
整
や
、
売
れ
る
米
づ
く
り
、
地

域
の
創
意
工
夫
が
い
か
さ
れ
る
水
田
農
業
を
め
ざ
し
た
、
新

し
い
米
政
策
・
水
田
農
業
政
策
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

本
町
で
は
、
水
田
農
業
の
振
興
方
向
と
農
業
の
将
来
像
を

描
く
「
地
域
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
も
と
に
取
り
組
み
ま
す
。

⇦　⇦　⇦

（日）

（日）

（月）

（火） （火）

（水）
（土）

ｈａ



公
的
年
金
制
度
は
、
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
の
３
グ

ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
ま
す
が
、
国

民
年
金
は
全
国
民
が
加
入
す
る
制

度
と
し
て
基
礎
年
金
と
い
う
基
礎

的
な
年
金
給
付
を
行
い
ま
す
。

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
は
、
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る

と
同
時
に
、
国
民
年
金
に
も
加
入

し
、
基
礎
年
金
の
給
付
と
基
礎
年

金
の
上
乗
せ
と
し
て
厚
生
年
金
な

ど
の
給
付
を
受
け
ま
す
。

定
額
保
険
料
は
、
月
額
１
３
　

３
０
０
円
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
任

意
加
入
と
し
て
付
加
保
険
料
（
月

額
４
０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。

※
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
年

金
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
免
除
は
、
第
１
号
被
保
険

者
で
所
得
の
減
少
や
失
業
等
に
よ

り
、
経
済
的
に
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
人
に
は
前
年
の
所
得
状
況

に
応
じ
て
、
保
険
料
の
全
額
ま
た

は
半
額
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度

で
す
。

免
除
期
間
は
、
年
金
を
受
け
る

た
め
の
資
格
期
間
と
し
て
入
り
ま

す
が
、
年
金
額
を
計
算
す
る
場
合
、

支
給
額
は
減
額
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
生
の
方
に
は
保
険
料

を
後
払
い
で
き
る
学
生
納
付
特
例

制
度
が
あ
り
ま
す
。
親
に
保
険
料

負
担
を
求
め
る
こ
と
な
く
、
本
人

が
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
や
学
生
納
付
特
例
を
受
け

た
期
間
の
保
険
料
は
、
そ
の
後
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
き
、
１０
年
以
内

で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。
追

納
す
る
保
険
料
は
、
免
除
当
時
の

保
険
料
に
、
免
除
年
数
に
応
じ
た

乗
率
を
加
算
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

申
請
は
、
住
所
地
の
市
区
町
村

役
場
で
毎
年
必
要
と
な
り
ま
す
。

次
の
　
　
　
を
合
計
し
て
、
２５

年
以
上
あ
る
人
が
請
求
す
る
こ
と

に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除

期
間
、
第
３
号
被
保
険
者
期
間

を
含
む
）

　
昭
和
３６
年
４
月
以
降
の
厚
生
年

金
や
共
済
組
合
の
加
入
期
間

　
任
意
加
入
で
き
る
人
が
加
入
し

な
か
っ
た
期
間
（
カ
ラ
期
間
）

老
齢
基
礎
年
金
の
請
求
は
６５
歳

か
ら
で
す
が
、
繰
り
上
げ
請
求
を

す
る
場
合
は
、
６０
歳
か
ら
請
求
で

き
ま
す
。

繰
り
上
げ
請
求
…
本
人
の
希
望
に

よ
っ
て
６０
歳
か
ら
６４
歳
の
間

に
請
求
す
る
と
繰
り
上
げ
て

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合

に
は
注
意
し
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
請
求
時
の
年
齢
に
応
じ
た
割

り
合
い
で
減
額
さ
れ
た
年
金

を
一
生
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
支
給
し
た
後
で
障
害
者
に

な
っ
て
も
障
害
基
礎
年
金
を

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

　
遺
族
年
金
受
給
者
が
請
求
す

る
と
、
ど
ち
ら
か
ひ
と
つ
し

か
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
（
６５

歳
ま
で
）

　
厚
生
年
金
受
給
者
が
請
求
す

る
と
、
定
額
部
分
が
支
給
停

止
さ
れ
ま
す
。

繰
り
下
げ
請
求
…
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
を
受

給
し
て
い
な
い
人
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
支
給
を
繰
り
下

げ
て
６６
歳
以
降
の
希
望
す
る

年
齢
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
の
年
金

額
は
、
本
来
の
年
金
額
よ
り
、

繰
り
下
げ
た
期
間
に
応
じ
た

割
り
合
い
で
増
額
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

第
１
号
被
保
険
者
期
間
の
み
の

人
（
国
民
年
金
の
み
の
人
）
は
市

区
町
村
役
場
で
す
。
（
※
第
３
号

被
保
険
者
期
間
が
あ
る
人
は
住
所

地
管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所
に
な

り
ま
す
）

厚
生
年
金
の
請
求
は
、
住
所
地

管
轄
の
社
会
保
険
事
務
所
で
、
共

済
年
金
の
請
求
は
そ
れ
ぞ
れ
の
共

済
組
合
に
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
を
請
求
す
る
の
は
本
人
で

す
。
必
要
な
書
類
を
添
え
て
、
裁

定
請
求
書
に
必
要
な
事
項
を
記
入

の
う
え
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
市
区
町
村
役
場
か
ら
の
通
知

は
一
切
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
６５
歳
前
か
ら
厚
生
年
金
を
受
給

し
て
い
た
人
に
は
、
ハ
ガ
キ
形

式
の
裁
定
請
求
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

町
長
の
証
明
を
受
け
て
、
６５
歳

到
達
月
の
末
日
ま
で
に
社
会
保

険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
送
付
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を

持
っ
て
運
営
し
て
い
る
制
度
で
す
。

や
が
て
だ
れ
に
で
も
訪
れ
る
老
後

や
、
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い

万
一
の
と
き
の
た
め
に
、
制
度
を

理
解
し
て
あ
な
た
の
老
後
と
障
害

等
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。
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年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

は
、
社
会
保
険
事
務
所
（
☎
２４

―
１
１
１
４
、
１
１
１
５
）
、

町
民
課
国
保
年
金
係
（
☎
４３
―

７
５
０
０
）
へ
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

最
近
、
テ
レ
ビ
等
で
毎
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
「
年
金
問
題
」
。
私

た
ち
も
耳
に
す
る
機
会
が
増
え
、
年
金
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
年
金
に
つ
い
て
詳
し
く
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
年
金
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

被保険者の種類　　　　　加入する人　　　　　　　　加入手続き　　　　　　　保険料の納め方

住所地の市区町村の国民

年金担当窓口

社会保険庁から送付され
た納付書で金融機関、コ
ンビニまたは社会保険事
務所で納めるか、口座振
替で納めます

勤めている会社や役所な

ど
給料から天引きされます

会社や役所などに勤めて

いる人

第２号被保険者に扶養さ

れている２０歳以上６０歳

未満の配偶者

２号被保険者である配偶

者が勤めている会社や役

所など

自分で納める必要はあり
ません。２号被保険者で
ある配偶者が加入してい
る厚生年金や共済組合が
負担します

４０年間保険料を
納めた場合（　　　　　　　　）

（子が１人いる妻が受け取る場合）

※子は１８歳到達年度の末日までの間
（障害のある子は２０歳未満）であること

なるほど、安心ね確かな備えだね 万一の場合にも…

保険料納付済期間が２５年以上

ある者が、原則６５歳になった

ときに受け取ることができる

国民年金加入中の若いときに

もケガや病気で障害等級に該

当する程度の障害が残ったと

き受け取ることができる

国民年金加入中の若いときに

も子を残して亡くなったとき

に、子のある妻または子が受

け取ることができる

・自営業、自由業、農林漁
　業者などとその配偶者
・学生や会社などに勤めて
　いない人で２０歳になった
　人
・６０歳になる前に、会社な
　どを退職した人など

国民年金（老齢基礎年金）

国民年
金基金

厚生
年金
基金

厚生
年金

共済
年金

　第１号
被保険者

　第２号
被保険者

　第３号
被保険者

自営業者など 会社員・公務員
の妻など

会社員 公務員

国
民
年
金
の
し
く
み

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と

上
乗
せ
支
給
さ
れ
ま
す

年
金
を
受
け
取
る
に
は

最
低
２５
年
必
要
で
す

納
付
困
難
な
人
に
は

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

年
金
の
請
求
は

繰
り
上
げ
も
で
き
ま
す

年
金
の
請
求
先
は

，

１２３

１２３

１

２

３

４



文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
６
月

４
日
（
新
暦
の
７
月
１０
日
）
、
夜

１０
時
こ
ろ
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
１
（
推
定
）
の
象
潟
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
被
害
は
「
象
潟
」

を
中
心
と
し
て
南
北
６０
ｋｍ
の
日
本

海
沿
い
の
地
域
に
及
び
、
多
く
の

家
が
倒
壊
し
、
３
６
６
人
の
死
者

が
出
ま
し
た
。
中
で
も
「
象
潟
」

の
あ
る
塩
越
村
は
潰
家
３
８
９
棟
、

死
者
６９
人
と
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
地
震
で
地
盤
が

隆
起
し
、
景
勝
地
「
象
潟
」
は
陸

地
と
化
し
ま
し
た
。
象
潟
地
震
の

最
大
の
特
徴
が
こ
の
現
象
で
、
隆

起
域
は
「
象
潟
」
を
中
心
と
す
る

南
北
２５
ｋｍ
の
地
域
に
及
び
、
「
象

潟
」
は
１
８
０
〜
２
０
０
ｃｍ
ほ
ど

隆
起
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
地

震
に
よ
り
液
状
化
現
象
が
発
生
し

た
こ
と
、
「
象
潟
」
の
隆
起
と
と

も
に
小
滝
地
区
が
陥
没
し
た
こ
と

な
ど
も
象
潟
地
震
の
特
徴
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

象
潟
地
震
か
ら
５
年
後
の
文
化

６
年
（
１
８
０
９
）
、
本
荘
藩
は

潟
跡
の
開
田
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

潟
全
体
に
２７
の
開
発
地
点
と
開
発

担
当
者
を
決
め
、
「
塩
越
村
民
の

町
内
会
単
位
で
開
田
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

田
地
造
成
は
島
々
を
削
っ
て
行

わ
れ
た
た
め
、
蚶
満
寺
２４
世
の
覚

林
は
、
島
々
を
遺
し
て
景
観
を
保

全
す
る
よ
う
本
荘
藩
主
に
訴
え
ま

し
た
。
し
か
し
訴
え
は
退
け
ら

れ
、
そ
の
た
め
覚
林
は
、
蚶
満
寺

を
閑
院
宮
家
の
御
祈
願
所
に
す
る

こ
と
で
藩
の
権
力
に
対
抗
し
ま
し

た
。
結
局
、
島
々
は
遺
り
ま
し
た

が
、
覚
林
は
藩
主
の
怒
り
を
か
っ

て
捕
ら
え
ら
れ
、
本
荘
城
下
で
獄

死
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
そ
の
島
々
は
水
田
に
浮

か
び
、
昭
和
９
年
に
国
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
、
象
潟
町
の
象

徴
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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こ
と
し
は
文
化
元
年
（
１
８
０
４
）
の
象
潟
地
震
か
ら
ち
ょ
う
ど
２
０
０
年
目
に
当
た
る
年
で
す
。

今
回
の
郷
土
資
料
館
の
企
画
展
は
、
景
勝
地
「
象
潟
」
が
陸
と
な
っ
た
こ
の
地
震
を
取
り
上
げ
、
地
震

の
被
害
状
況
や
特
徴
、
景
勝
地
で
あ
っ
た
た
め
に
生
ま
れ
た
開
田
と
保
護
の
ド
ラ
マ
を
、
当
時
の
状
況

を
記
し
た
文
書
や
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
と
お
し
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。
展
示
期
間
は
６
月
４
日
か

ら
来
年
の
５
月
２２
日
ま
で
で
す
。

象
潟
地
震
の

　
　
被
害
と
特
徴

開
田
と
島
々
の
保
護

▲地震で地盤が隆起したことを示す唐戸石

▲象潟地震で小滝地区が陥没したことを
　伝える石碑（小滝）

蚶
満
寺
に
あ
る
芭
蕉
句
碑
が
象
潟
地
震
で
倒
れ
、
ま
っ
二
つ

に
な
っ
た
。
後
の
新
潟
地
震
で
ま
た
倒
れ
て
同
じ
と
こ
ろ
が

割
れ
、
そ
の
跡
が
残
っ
て
い
る

「
閑
院
宮
家
の
墨
付
」

　
　
　
　
（
蚶
満
寺
蔵
）

▲象潟地震の様子を伝える『金浦年代記』
　（金浦町・佐々木政見氏蔵）

▲文化６年から潟跡の開田が行われたことを示す
　『公私之用記』（大町・金政氏蔵）

▲象潟地震以前の九十九島の様子が描かれた屏風絵「象潟の古景図」（象潟町郷土資料館蔵）

▲

▲

○
展
示
説
明
会
（
郷
土
資
料
館
）

　
解
説
者
　
半
田
和
彦
氏
（
秋
田
県
立
図
書
館
長
）

　
時
　
間
　
午
前
９
時
４０
分
〜
１０
時
４０
分

○
記
念
講
演
会
（
公
民
館
大
ホ
ー
ル
）

　
演
　
題
　
「
鳥
海
山
の
噴
火
と
象
潟
地
震
」

　
講
　
師
　
林
信
太
郎
氏
（
秋
田
大
学
文
化
学
部
教
授
）

　
時
　
間
　
午
前
１０
時
５０
分
〜
１１
時
５０
分

の
こ

か
ん
い
ん
の
み
や

も
ん
じ
ょ



将
来
の
夢
は
…

　
早
く
パ
パ
に
な
り
た
い
か
な

ビ
ン
セ
ン
ト
・
ケ
ス
ラ
ー
さ
ん
　

　
　
　
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

たまにはのんびりと

上郷から降りるときや、象潟のきれいな夕

日を楽しむときでも、天気さえ良ければ飛島

がくっきり見えます。「どんなところなのか

な？」といつも思っていました。遠くもない

し、行きたいなぁと思っていたら、すぐその

機会ができ、友達と６人で１泊することがで

きました。

飛島に行く人の目的はほとんどが釣り、ま

たは野鳥観察に行くのだそうですが、僕たち

は無料自転車で走ったり、散歩したり、浜で

遊んだりしてのんびりした１日を過ごしまし

た。島のどこからでも心地よい波の音が聞こ

えてきて、生活のペースが変わったような感

じがして、時間をよく感じることができまし

た。この小さな島に来ると、社会から離れた

ような気がしました。帰ったらちょっと安心

して、「象潟町は都会だな」と思いました。

先週、パソコンが壊れて修理に出したので

すが、パソコンなしの生活はちょっと飛島で

過ごした時間のようでした。今まで自分がど

れだけパソコンに頼って生活していたのかに

気付きました。友達や家族にメールを送れな

くて、ニュースや天気情報をすぐ調べること

ができなくて、シアトルに帰ったら買うつも

りの車のことも検索できなくて大変でした。

でも、いつもより時間をたっぷりと感じ、日

本語の勉強とドラムの練習を多めにできまし

た。便利な生活ほど、忙しくなるのかもしれ

ないですね。
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写真左から齋藤郁男さん（指導者）、
齋藤遼君（キャプテン）、齋藤翔君
（副キャプテン）

５
月
２２
日
、
町
民
体

育
館
を
会
場
に
「
自
衛

隊
東
北
方
面
音
楽
隊
演

奏
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。昨

年
の
航
空
自
衛
隊

に
引
き
続
き
開
催
さ
れ

た
、
陸
上
自
衛
隊
に
よ

る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演

奏
は
、
ジ
ャ
ズ
や
ポ
ッ

プ
ス
、
そ
し
て
歌
も
披

露
し
、
集
ま
っ
た
観
客

１
　
２
０
０
人
を
魅
了

し
ま
し
た
。

☆
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

☆
秋
田
県
体
育
協
会

　
加
盟
団
体
貢
献
者
表
彰

☆
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表
彰

　
〈
優
秀
単
位
団
〉

☆
叙
勲
「
旭
日
単
光
章
」

土門　蓉子さん
　（下荒屋）

上郷サッカースポーツ少年団 須藤　良一さん
　（松ケ丘）

齋藤　喜也さん
　（長　岡）象潟町国際交流協会

　（会長　佐々木正己さん）

故佐々木弥一さん
　　（水　岡）

　
長
年
に
わ
た
り
国
民
の
人
権
擁
護
と
人
権

思
想
の
普
及
・
高
揚
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
３９
年
３
月
、
象
潟
町
議
会
議

員
に
初
当
選
以
来
、
同
５５
年
ま
で
の

４
期
１６
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
方

自
治
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
５８
年
か
ら
平
成
３
年
ま
で
の

２
期
８
年
間
は
、
町
収
入
役
に
選
任

さ
れ
、
豊
富
な
経
験
と
卓
抜
な
る
識

見
を
も
っ
て
町
勢
発
展
の
た
め
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
体
育
協
会
長
と
し
て
、
県
体

育
協
会
の
加
盟
団
体
の
組
織
の
充

実
・
発
展
お
よ
び
体
育
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　☆
青
少
年
育
成

　
秋
田
県
民
会
議
会
長
表
彰

　
〈
青
少
年
育
成
功
労
団
体
〉

　
平
成
６
年
８
月
の
発
足
以
来
、

姉
妹
都
市
で
あ
る
米
国
・
ア
ナ

コ
ー
テ
ス
市
と
の
「
日
米
子
供
交

流
事
業
」
を
通
し
て
、
異
文
化
体

験
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
郷
土

に
対
す
る
愛
着
心
を
醸
成
す
る
な

ど
、
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
５５
年
結
成
以
来
、
２４
年
間
の
団
活
動

の
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
基
礎
づ
く
り
に
努
め
、
心
身
の
健
全
育
成

を
図
っ
て
い
ま
す
。

５
月
２６
日
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

に
よ
る
「
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
」
の
一
行
７４
人
が
本

町
を
訪
れ
ま
し
た
。

同
倶
楽
部
は
、
会
員
制
の
旅
行
会
で
、
男
性

６５
歳
、
女
性
６０
歳
以
上
を
対
象
に
、
３
年
前
か

ら
年
３
回
の
ペ
ー
ス
で
海
外
、
日
本
各
地
を
訪

れ
て
い
ま
す
。
今
回
も
「
定
員
４０
人
に
対
し
て

１
０
０
名
以
上
の
応
募
が
あ
っ
た
」
と
大
人
気

の
ツ
ア
ー
。

ス
ケ
ッ
チ
旅
行
の
講
師
を
務
め
て
い
る
の

は
、
画
家
の
大
須
賀
一
雄
さ
ん
。
大
須
賀
さ
ん

は
、
Ｊ
Ｒ
誌
「
旅
も
よ
う
」
の
表
紙
絵
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
・
カ
レ
ン
ダ
ー
を
担
当
し
て
お
り
、

「
象
潟
ね
む
の
国
新
紀
行
」
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

も
手
が
け
て
い
ま
す
。

大
須
賀
さ
ん
は
「
象
潟
町
は
鳥
海
山
、
九
十

九
島
な
ど
素
晴
ら

し
い
題
材
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

絵
を
通
し
て
多
く

の
人
に
紹
介
し
た

い
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

大
須
賀
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
む
参
加
者

ス
ケ
ッ
チ
終
了
後
は
、
大
須
賀
さ

ん
（
写
真
手
前
右
）
に
よ
る
講
評

も
行
わ
れ
ま
し
た

▲ ▲

５
月
１５
日
、

象
潟
中
学
校
大

運
動
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

晴
天
に
恵
ま

れ
た
な
か
、
リ

レ
ー
や
綱
引
き

な
ど
各
種
目

に
、
若
さ
が
み

な
ぎ
る
生
徒
ら

が
全
力
で
挑

み
、
観
戦
に
訪

れ
た
家
族
か
ら

は
大
き
な
声
援

が
送
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

部
活
対
抗
リ
レ
ー

，



高
校
を
卒
業
し
て
上
京
す
る
と
き
、
父
は
「
東
京
は
文
化
の

中
心
で
す
。
自
分
の
目
で
し
っ
か
り
見
て
き
な
さ
い
」
。
母
は

「
体
に
気
を
つ
け
な
さ
い
」
と
言
っ
て
送
り
出
し
て
く
れ
ま
し

た
。
両
親
は
、
学
業
を
終
え
て
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
の
期
待
を
裏
切
り
ま
し
た
。

以
来
、
東
京
で
１０
年
、
現
住
所
に
移
っ
て
３０
数
年
経
ち
ま
し

た
。
確
か
に
都
会
で
の
生
活
は
、
合
理
性
と
便
利
さ
と
い
う
点

で
は
不
足
が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
は
、
自
然
と
い
う
大

切
な
も
の
を
手
放
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
ま
し
た
。

涼
や
か
な
風
も
鳥
の
声
も
、
木
々
の
ざ
わ
め
き
も
日
常
生
活

か
ら
遠
く
な
り
ま
し
た
。
所
詮
、
人
は
大
地
の
子
で
す
。
便
利

だ
け
で
は
人
間
ら
し
く
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。
救
っ
て
く
れ
た
の

は
故
郷
の
風
景
で
し
た
。
鳥
海
山
の
雄
姿
に
励
ま
さ
れ
、
波
の

音
に
癒
さ
れ
、
純
白
の
雪
に
悟
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
５
月
の
連

休
に
、
昨
年
旅
立
っ
た
母
の
墓
参
り
の
た
め
帰
郷
し
ま
し
た
。

私
は
腰
を
折
り
曲
げ
て
働
い
て
い
る
親
の
背
中
を
見
て
育
ち
ま

し
た
。
今
と
な
っ
て
は
、
何
も
返
し
て
や
れ
な
か
っ
た
自
分
を

詫
び
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

人
は
愛
憎
と
い
う
感
情
に
翻
弄
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
の

狭
間
で
揺
れ
動
き
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
気
が
付
け
ば
、
長

い
年
月
が
流
れ
て
も
変
わ
る
こ
と
な
く
抱
き
続
け
た
熱
い
想
い

で
、
故
郷
の
土
に
立
っ
て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。

物
言
わ
ぬ
墓
標
の
前
を
寂
し
い
風
が
吹
き
抜
け
て
行
き
ま
し

た
。
傍
ら
に
は
「
こ
こ
が
実
家
だ
と
思
っ
て
い
つ
で
も
帰
っ
て

来
る
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
叔
母
が
い
ま
し
た
。

象
潟
は
、
芭
蕉
な
ら
ず
と
も
多
句
が
浮
か
ん
で
き
そ
う
な
美

し
い
自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
そ
の
土
地
の
本
当

の
値
打
ち
は
、
そ
こ
に
住
む
人
の
心
の
豊
か
さ
に
よ
っ
て
証
明

さ
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
精
神
障
が
い
者
の
方

を
対
象
に
活
動
を
行
っ
て
い
る
「
ほ
た
る
の
会
」

代
表
の
佐
々
木
さ
ん
（
写
真
）
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

「
『
ほ
た
る
の
会
』
は
、
平
成
１５
年
４
月
に

県
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
に
加

盟
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
一
人
ひ
と
り
は
小
さ
な
光
り
で

す
が
、
多
く
が
集
ま
れ
ば
大
き
な
光
り
に
な
る

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
自
分
た
ち
も

楽
し
み
な
が
ら
で
き
る
活
動
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で
、
話
を
し
た
り
、
物

づ
く
り
な
ど
を
し
て
サ
ロ
ン
で
く
つ
ろ
ぐ
よ
う

な
感
じ
で
す
。

精
神
障
が
い
者
の
方
は
、
外
に
出
た
り
、
ほ

か
の
人
と
話
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
少
な
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
家
族
だ
け
で
支
援
し
て

い
く
こ
と
は
大
変
で
す
。

参
加
し
て
い
る
方
は
、
楽
し
み
に
し
て
来
て

く
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
興
味
を
持
っ
た
方
が

お
り
ま
し
た
ら
、
家
に
こ
も
っ
て
い
な
い
で
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

大野　アイさん・６２歳
　
　（茨城県取手市在住
　 　　　　　＝島出身）
　

先月号の答え

　お分かりになった方は、ハガキまたは

ファクス（４３―５７０７）で、住所・氏名・

年齢・電話番号を明記の上、できれば

メッセージを添えて、〒０１８―０１９２象潟

町役場広報クイズ係まで。締め切りは６

月１８日（金）の消印まで有効。正解者の中

から抽選で４人の方に記念品をプレゼン

トします。発表は７月号の紙上で。先月

の当選者は次の４人の方です。（敬称略）
高橋美津子（中橋町）、今野寿男（潟見

町１区）、佐藤法子（潟見町１区）、佐藤

道子（長岡）

　５月１５・１６日、お祭りムードで盛り上がるなか

出会った元気いっぱいの２人。

　
桜
ケ
丘

　
小
野
崎
　
健
祐
さ
ん
（
２０
歳
）

　
　
　―
由
利
地
域
振
興
局
勤
務
―

自分の性格は
「一見、怖そうに見られたりしますが、実際は温厚な

んですよ」

趣味は
「スポーツをすることです。剣道とバトミントンをし

ています。たまに海釣りもしますね」

休日の過ごし方は
「やっぱり剣道をしたりして汗を流してます。中学校

の部活に参加させてもらっています」

これからしてみたいことは
「大きな大会で上位に入りたいです」

理想の女性のタイプは
「好きになった人がタイプですね。話の合う人がいい

です」

沖
見
ゆ
る
欄
干
橋
や
つ
ば
め
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
　
田
　
喜
代
子

燕
来
ず
な
り
し
隣
へ
嬰
生
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
　
野
　
陽
　
子

草
餅
や
母
亡
き
故
郷
遠
く
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
雪
　
子

行
楽
の
人
出
の
中
に
耕
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
　
田
　
信
　
子

象
潟
は
潮
の
匂
い
や
田
水
張
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
子
　
み
　
え

ひ
ろ
び
ろ
と
苗
植
ゑ
し
田
は
水
匂
ひ

鳥
海
山
に
夕
星
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
　
　
勉

身
体
よ
り
は
み
出
し
そ
う
な
ラ
ン
ド
セ
ル

背
に
登
校
す
女
孫
弾
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
狩
　
野
　
京
　
子

そ
れ
ぞ
れ
の
微
笑
こ
と
な
る
六
地
蔵

朝
日
に
映
ゆ
る
菩
提
寺
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
　
藤
　
ス
　
エ

ね
む
の
丘
の
足
湯
温
泉
に
伸
べ
を
れ
ば

湯
舟
に
ひ
と
ひ
ら
花
流
れ
浮
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
川
　
　
　
勇

庭
の
梅
や
う
や
く
に
し
て
繁
り
あ
ふ

葉
陰
に
ま
ろ
く
実
の
育
ち
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
　
　
啓
一
郎

ほたるの会
　代表　佐々木雪子さん
　会員　２０人

＝第３回＝

本
町
に
は
、
各
方
面
で
い
ろ
い
ろ
な
形

で
陰
な
が
ら
貢
献
し
て
い
る
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

そ
ん
な
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
て
紹
介
し
ま
す
。

　次の３つの問題を
解いてください。答
えは今月の広報の紙
面の内容に隠れてい
ます。

㈰５月定例議会に上程
　された議案数は？
㈪６月４日から開催さ
　れる、郷土資料館の
　企画展の名称は？
㈫５月２２日に行われた
　自衛隊演奏会の観客
　数は？

㈰１００円
㈪４月２７日
㈫時計塔

け
ん
す
け
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め
ま
ご

　〈旧姓＝佐々木〉



▼
リ
ハ
ビ
リ
学
級

期
日
　
６
月
１７
日
 

時
間
　
午
前
１０
時
〜
午
後
１
時

内
容
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

風
し
ん
は
、
発
熱
と
と
も
に
全
身
に

淡
い
発
し
ん
が
出
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど

発
症
後
数
日
で
治
り
ま
す
。

し
か
し
、
妊
娠
中
に
風
し
ん
に
か
か

る
と
難
聴
や
白
内
障
、
心
疾
患
な
ど
を

持
つ
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
く
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
前
に
予
防
接
種
を

受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
一
度
受
け

た
方
も
、
追
加
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
生
後
１２
カ
月
〜
９０
カ
月
の
子
ど
も
以

外
は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
各
医

療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

温
泉
を
正
し
く
利
用
し
、
健
康
増
進

を
図
る
た
め
、
前
回
に
引
き
続
き
「
温

泉
療
法
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。
当
日

は
、
温
泉
バ
ス
運
行
日
に
あ
た
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
１７
日

　
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０
分

場
所
　
鶴
泉
荘

講
師
　
認
定
温
泉
療
法
医
・
酒
田
市
今

野
医
院
院
長
　
今
野
勝
巳
氏

内
容
　
温
泉
の
効
能
と
正
し
い
利
用
法

問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
☎
４３
―
７
５
０
１
）

総
務
省
で
は
、
皆
さ
ん
の
行
政
に
対

す
る
不
満
や
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ
の

改
善
を
図
る
「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応

じ
て
、
問
題
の
改
善
に
努
め
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
　
伊
藤
正
雄

住
所
　
関
字
有
耶
無
耶
の
関
２８
　
　

　
　
　
　
　
　
（
☎
４３
―
３
４
４
２
）

　

町
で
は
、
平
成
１６
年
度
の
町
民
菜
園

利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

松
ヶ
丘
菜
園
　
１
区
画

白
山
堂
菜
園
　
５
区
画

小
滝
菜
園
　
　
８
区
画

利
用
料
　
年
間
１
　
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
６
月
８

日
（火）
ま
で
農
林
水
産
課
農
政
係

（
☎
４３
―
７
５
０
５
）
へ

期
日
　
７
月
４
日
　

受
付
　
正
午
〜
午
後
０
時
３０
分

※
受
付
終
了
次
第
競
技
に
入
り
ま
す
。

会
場
　
栗
山
池
公
園

参
加
料
　
一
人
１
　
０
０
０
円
（
中
学

生
は
５
０
０
円
）

参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
で
本
町
に
在

住
す
る
人

申
し
込
み
　
６
月
２６
日
　
ま
で
参
加
費

を
添
え
て
町
民
体
育
館
へ
（
電
話

に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ
先
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

協
会
事
務
局
・
阿
部
昇
（
☎
４３
―

４
１
８
５
）

※
こ
の
大
会
は
仁
賀
保
３
町
大
会
と
全

国
ス
ポ
レ
ク
大
会
の
予
選
会
を
兼
ね

て
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
１１
日
　
　
午
後
６
時
〜

場
所
　
由
利
工
業
高
校
会
議
室

※
総
会
終
了
後
懇
親
会
（
会
費
３
　
０

０
０
円
）
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
由
利
工

業
高
校
同
窓
会
事
務
局
（
☎
２２
―

５
５
２
０
）

日
時
　
６
月
１７
日

　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
象
潟
町
公
民
館

相
談
内
容
　
土
地
の
分
筆
、
相
続
・
遺

産
の
分
割
な
ど

相
談
担
当
者
　
司
法
書
士

問
い
合
わ
せ
先
　
秋
田
地
方
法
務
局
総

務
課
（
☎
０
１
８
―
８
６
２
―
６

５
３
１
）

日
時
　
６
月
２０
日

　
　
　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時

場
所
　
十
文
字
・
増
田
町
方
面

※
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
バ
ス
が
出

ま
す
。
午
前
８
時
２０
分
ま
で
集
合

会
費
　
２
　
０
０
０
円

対
象
　
本
町
に
在
住
し
て
い
る
母
子
寡

婦
家
庭
の
方

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
福
祉

課
福
祉
係
（
☎
４３
―
７
５
０
１
）
、

町
母
子
寡
婦
福
祉
会
・
森
千
代
子

（
☎
４３
―
３
９
７
９
）
へ

本
町
に
在
住
す
る
中
学
校
、
高
校
の

新
卒
者
の
雇
用
を
決
定
し
た
事
業
主
に

対
し
、
「
象
潟
町
新
卒
者
雇
用
促
進
助

成
金
」
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
要
件

○
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
主
で
、

１５
年
度
新
卒
者
と
１
年
以
上
の
雇
用

契
約
を
交
わ
し
た
者

○
勤
務
形
態
は
、
お
お
む
ね
８
時
間
を

基
本
と
す
る
雇
用
で
あ
る
こ
と

○
雇
用
契
約
の
締
結
が
、
卒
業
年
度
の

末
日
か
ら
３
カ
月
以
内
で
あ
る
こ
と

（
６
月
末
日
）

以
上
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
し
た
場

合
、
交
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
（
新

卒
者
が
直
系
血
族
で
あ
る
場
合
、
諸
税
・

公
共
料
金
等
の
滞
納
が
あ
る
場
合
等
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

助
成
金
額
　
一
人
に
つ
き
１０
万
円

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　
町
商
工
観
光

課
商
工
係
（
☎
４３
―
７
５
０
４
）

本
町
は
、
鳥
海
山
の
大
自
然
の
恩
恵

で
あ
る
良
質
で
豊
富
な
水
を
も
と
に
水

道
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

水
は
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
ず
に
、
無
駄
に
し
な
い
よ
う
大
切

に
使
い
ま
し
ょ
う
。

水
道
週
間
内
の
１
〜
４
日
・
７
日
の

５
日
間
は
、
一
般
家
庭
を
対
象
に
古
く

な
っ
た
蛇
口
の
コ
マ
と
パ
ッ
キ
ン
を
無

料
で
取
り
替
え
ま
す
の
で
、
ガ
ス
水
道

事
業
所
ま
た
は
指
定
工
事
店
に
気
軽
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
ガ
ス
水
道
事
業
所
　
（
☎
４３
―
２
４
５
０
）

◇
　
兼
松
工
務
店
　
　
（
☎
４４
―
２
１
５
１
）

◇
　
象
潟
水
道
瓦
斯
工
業
所
（
☎
４３
―
２
３
８
１
）

◇
　
象
潟
設
備
工
業
　
（
☎
４３
―
４
１
３
６
）

◇
山
卯
建
設
工
業
　
　
（
☎
４６
―
２
３
４
４
）

◇
　
須
藤
商
店
　
　
　
（
☎
４６
―
２
３
０
２
）

◇
　
今
野
設
備
　
　
　
（
☎
４６
―
２
９
４
９
）

◇
渡
部
設
備
　
　
　
　
（
☎
４３
―
４
０
２
２
）

◇
森
建
設
工
業
　
　
　
（
☎
４４
―
２
３
１
１
）

◇
拓
進
開
発
興
業
　
　
（
☎
４４
―
２
２
０
０
）

◇
斎
藤
建
設
　
　
　
　
（
☎
４４
―
２
２
１
６
）

◇
斎
藤
産
業
　
　
　
　
（
☎
３２
―
６
１
５
５
）

◇
南
部
開
発
　
　
　
　
（
☎
４４
―
２
４
５
５
）

建
石
団
地
　
１
戸
（
Ｓ
５５
年
築
／
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
／
３
階
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
６
月
１５

日
　
ま
で
町
建
設
課
管
理
係
（
☎

４３
―
７
５
０
９
）
へ

◆「第９回秋田草刈唄全国大会
　　ｉｎにかほ」
日時　６月１９日（土）　午前９時～
場所　仁賀保町勤労青少年ホーム
入館料　前売５００円、当日６００円
　　（中学生以下は無料）
問い合わせ先　仁賀保町公民館
　　（☎３７―３１２１）

◆「第１３回全国ハーブサミット   
　西目大会」 

日時　６月１８日（金）
　　　午後１時３０分～５時、
場所　西目町民センター「シーガル」
内容　○基調講演：講師　柳生博氏
　　　「森に暮らす、森に学ぶ」
　　　○パネルディスカッション
　　　　「ハーブで町おこし」
入場料　１，０００円
入場券販売所　西目町産業課、シー

ガル、ハーブワールド、道の駅
にしめ

問い合わせ先　西目町産業課内全国
ハーブサミット連絡協議会事務
局（☎３３―４６１４）

◆「新緑まつり」
日時　６月６日（日）　
　　　午前９時３０分～午後３時
場所　鳥海町健康広場
内容　藤かおり歌謡ショー、百宅そ

ば早食い大会、お笑いバラエテ
ィーショー

問い合わせ先　鳥海町建設商工観光
課（☎５７―２２０４）

◆「さつき展示会」
期間　６月１０日（木）～１３日（日）　
時間　午前８時３０分～午後５時
場所　町営さつき栽培センター
問い合わせ先　町営さつき栽培セン

ター（☎６７―２３１５）　　

◆「子吉川いかだ下り大会」
日時　７月１８日（日）　午前９時～
コース　本荘市宮内船場～本荘ボー

トプラザアクアパル
参加料　一人１，０００円
申込期限　６月３０日（水）
その他　いかだは各チームでの製作

です。参加条件等詳細について
は下記にお問い合わせください

申し込み・問い合わせ先
　　〒０１５―００１１　長田建設内実行

委員会事務局〈本荘市〉（☎２２
―０７２２）　　

1415

肺がん・大腸がん検診日程

結核検診日程

６／１６（水）

６／２２（火）

６／２３（水）

６／２４（木）

６／２５（金）

６／２９（火）

６／３０（水）

１０：００～１１：００　中橋自彊会館
１３：１０～１４：００　小浜唐ヶ崎会館
１４：３０～１５：００　建石団地集会所

１０：００～１１：３０　
象潟町公会堂

１３：３０～１４：３０　

１０：００～１０：３０　下荒屋会館
１１：００～１１：４０　上荒屋会館
１３：３０～１５：００　町保健センター

１０：００～１１：３０　汐見会館
１３：３０～１５：００　鳥の海会館

１０：００～１１：３０　公民館小砂川分館
１３：３０～１４：３０　上浜構造改善センター
１４：５０～１５：３０　大須郷村づくりセンター

１０：００～１０：４０　関生活改善センター
１１：１０～１１：３０　大森生活総合センター
１３：１０～１４：１０　上郷生活改善センター
１４：４０～１５：１０　横岡会館

１０：００～１０：４０　公民館長岡分館
１１：００～１１：３０　鶴泉荘
１３：１５～１３：３０　本郷地区コミュニティセンター

月　日　　　時　　間　　　　　場　　　所

月　日　　　時　　間　　　　　場　　　所

６／１７（木） 町保健センター
１０：００～１１：３０
１３：３０～１５：００

特
別
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
時
　
６
月
５
日

　
　
　
午
後
１
時
３０
分
〜
５
時

場
所
　
町
公
民
館
「
松
の
間
」

（象潟町功労者）

場所　本間美術館・新館（酒田市）

開館時間　午前９時～午後５時

入館料　一般７００円、高・大学生４００円、

　　　　小・中学生３００円

問い合わせ先　本間美術館

　　　　　　（☎０２３４―２４―４３１１）
，

，

，

，

（日）

（火）

（火）

（木）

（株）（株）
（株）

（株）

（株）

（株）（株）（株）

（有）

（有）

（木）

（金）

（土）

（土）

（日）

（木）



（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

（　）

志　賀　つぶら　　　　３４　　区

佐々木　里　莉　　　　浜 　 畑

村　上　慎　弥　　　　３２　　区

佐　藤　和　奏　　　　中 橋 町

齋　藤　咲　希　　　　松 ケ 丘

藤　田　夏　　　　　　上浜の町

佐々木　絢　香　　　　下 浜 山

…役場　　　　　３２００
…保健センター　７５０１
…公民館　　　　２２２９
…町民体育館　　８８５５
…郷土資料館　　２００５
…Ｂ＆Ｇ海洋センター　６４９０

　１

　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

　９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

平成１６年４月末現在

関　原　　徹　　（余　目　町）

岩　澤　恵美子　（目 貫 谷 地）

佐々木　裕　幸　（大　谷　地）

佐　藤　絵　里　（下　荒　屋）

〔

〔

克　己

真　紀

健　一

広　美

博　久

真由利

芳　幸

　薫

仁　頼

亜衣子

　亮

早百合

　聡

佳奈子

り　　　り

しん　　　や

わ　　　かな

さ　　　き

か　　　りん

あや　　　か

高　橋　　朝　　（８３歳）駅　　前

池　田　トクノ　（９２歳）中 橋 町

松　本　道　子　（６３歳）立石１区

渡　部　泰　子　（５７歳）小砂川１区

渡　部　エチ子　（６２歳）小砂川２区

齋　藤　喜　作　（８４歳）小   滝

佐々木　　　子　（５７歳）３３　  区

安　藤　梅太郎　（９４歳）立石１区

野　中　重　幸　（５６歳）武道島２区

　６日・池田医院（☎４３―３１０６）
　１３日・象潟駅前皮フ科（☎４３―５２５２）
 ２０日・加藤医院（☎３２―２００７）
 ２７日・金 病 院（☎４３―５５２２）
診察時間は午前９時～正午です。　　
　　　　　　　　　　―町医師会―
※変更の場合の問い合わせは、役場
　か消防署（☎３８－２３１０）へ

世帯数　　４，０８４　（＋　２）〈－　１２〉
人　口　１２，９８５人（－１７）〈－１１６〉
　男　　　６，２２７人（－１２）〈－　６０〉
　女　　　６，７５８人（－　５）〈－５６〉
※（ ）内は前月比、〈〉内は前年同月比

転入…　４３人（１２７）    出生…　９人（３２）
転出…　５６人（２０５）    死亡…１３人（　５４）
※（ ）は１月からの累計

○４３
○４３
○４３
○３３
○４３
○４３

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水
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　２

　３

　４

　５

　６

　７

　８

　９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

・ビン収集日（指定袋）

・ビン収集日（指定袋）

・燃えないゴミ収集日（指定袋）

・通勤途中のクリーンアップデー

・カン収集日（ボックス）

・人権相談（公民館　１０時～）

・カン収集日（ボックス）

・燃えるごみ収集休み

・諏訪神社祭典

・金峰神社祭典

・仁賀保地区水防工法競技会
　（仁賀保町　１３時～）

・全町クリーンアップ作戦

・３Ｂ体操体験講習会（町民体育館　１０時～）

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・憲法記念日

・国民の休日

・こどもの日

・青空市（ＪＡ象潟支店前　１３時～）

・歩こう歩こう会「温水路コース」
　（９時３０分町民体育館前集合）

・３６０歳ソフトボール大会
　（町民グラウンド　９時～）

・ソフトバレーボール大会（町民体育館　８時３０分～）

・象潟町祭典
（熊野神社、古四王神社）

・鶴泉荘休館日

・ねむの丘休館日

・象潟町長選挙投票日

・３町ウオーキング（金浦小学
　校　１０時～）

・県民体育大会空手道競技会

・象潟町長選挙告示

・ペットボトル収集日（指定袋）

・ペットボトル収集日（指定袋）

・固定資産税第１期納期限

土

日

月

火
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木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

　４月から在宅当番医の診察時間

は、午前９時～正午になりまし

た。また、仁賀保町の医療機関も

在宅当番医になりました。
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さ
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さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

さ
　ん

く
　ん
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・

「町税は便利で
　　確実な口座振替で」
　給料や年金を入金している口座

から町税を引き落としすると納付

を忘れることもなく大変便利です。

《取り扱い金融機関》

北都銀行象潟支店、秋田銀行象潟

支店、羽後信用金庫象潟支店、秋

田しんせい農協象潟町支店・上郷

支店、郵便局

訂正とおわび
先月号門出欄の佐々木飛鳥さんの

行政区「横町」は「大町」の誤り

でした。訂正しておわびします。

禮祥

町税務課（☎４３―７５０２）

固定資産税の１期分の納期

限は５月３１日です。万が一、

お忘れの場合は、最寄りの金

融機関または役場の会計窓口

で納付くださいますようお願

いします。

なお、軽自動車税は４月３０

日が納期限でした。いま一度、

納付書をお確かめください。

・町県民税第１期
・自動車税

納期限｝

凛

頽銹透逶

禿


